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要約 

本論文の目的は，お茶の水女子大学心理臨床相談センターの事業である，自閉スペクトラム症のある女の子

を対象とした親子プログラム「あまなつ茶ぁむ」の 2022 年度のオンラインでの事例について，参加した親

子との関わりと実践経過を記述することを通して，自閉スペクトラム症のある女の子とその保護者について

の見立て，各セッションの中の変化，および本実践の意義を検討することである。各セッションを振り返り

検討した結果，感じたことをゆっくりと言葉にするという参加者の特性に合わせてセッションを進行させる

ことの必要性などが示された。また，プログラム中の親子の会話と感想，ワークへ参加する様子等から，本

プログラムの一定の有効性が示された。本事例から，これからの自閉スペクトラム症のある女の子とその保

護者のグループプログラムを検討する上で，参加者自身の言葉を引き出す重要性や，スタッフとの関わりに

より参加者の感覚や表現の幅が広がる可能性など重要な知見が得られたと考えられる。 
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Ⅰ はじめに 

 本論文の目的は，お茶の水女子大学心理臨床相

談センターにおいて 2021 年度から実施している

事業であり，筆者らがスタッフを務めている，自

閉スペクトラム症（以下，ASD）のある女の子を

対象とした親子プログラム「あまなつ茶ぁむ」に

ついて，2022年度にオンラインで実施した一事例

を振り返り，参加者の女の子（以下，Cl）と母親

（以下，Mo）についての見立て，各セッションの

中で起こっていたこと，および本プログラムの意

義について検討することである。 

 ASDのある女性は，自分の「からだ」と「ここ

ろ」の状態に気付きにくいということが知られて

いる。また，自分の気持ちを把握しそれを言葉で
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表現することが難しいため，コミュニケーション

において誤解されたり，言いたいことを言えなく

なってしまうという状況が生じやすい。加えて，

思春期に「からだ」に関する困難を経験しやすい。

そのため，「からだ」と「こころ」へのアプローチ

を通して，思春期のうちから自分の内部の状態に

耳を傾ける必要性があると考える。「あまなつ茶ぁ

む」は，ASDのある女の子とその保護者を対象と

した「からだ」と「こころ」へのアプローチ，そし

て心理教育グループ実践のためのファシリテータ

ー養成プログラムの開発を目的に，ASDのある小

学生の女の子とその保護者を対象にしたグループ

プログラムである。 

 なお，プログラムの開発経緯や全体の枠組みに

ついては，砂川・山田（2022）にて報告した。ま

た，試行プログラムの実践経過についても，事例

論文として発表している（河田・槇・山下・砂川・

山田，2023）。 

 

Ⅱ 2022年度活動の経過 

1．新規スタッフ募集（2022年5月） 

お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究

科人間発達科学専攻発達臨床心理学コースの，砂

川研究室，山田研究室に所属する学生を対象に，

新規スタッフの募集を行い，砂川研究室から2名，

山田研究室から2名の，合計4名が新規スタッフ

として参加した。なお，2021年度から活動してい

るスタッフ 3 名も継続して参加し，合計 7 名で

2022 年度の活動を行うこととした。 

 
2．スタッフミーティング（2022年6月） 

スタッフミーティングでは，教員スタッフから

グループの概要や立ち上げの経緯の説明などが行

われた。ASDのある女の子へのアプローチだけで

なく，援助者養成の実践教育でもあること，スタ

ッフはワーク等を一緒に体験し，参加者同士の関

係性をファシリテートする役割を持つことが説明

され，最終的な参加の意思確認を行ったところ，

院生全員が参加を希望した。 

 

3．トレーニングセッション（2022年7月） 

院生スタッフに向けたトレーニングセッション

は，砂川から「ASD のある女の子の理解と支援」

を，山田から「からだを動かす講座体験」をそれ

ぞれ約1時間～1時間半行った。 

「ASDのある女の子の理解と支援」では，ASD

の概要，有病率の男女の差，ASDのある女性の特

徴，ASD のある思春期の女の子が経験する困難，

ASD のある女の子に必要な支援について学んだ。  

「からだを動かす講座体験」では，ASDとダン

ス／ムーブメントセラピーに関しての講義を受け

た。その後，プログラムで行う予定としていた，

自分の心身の状態を描く「からだの絵」，呼吸法，

模造紙の上に横たわり，自分の等身大の型をとる

「からだの地図」，ハンドマッサージを行った。 

 

4．広報活動 

 スタッフミーティング終了後，プログラムに関

するリーフレットを作成し，心理臨床相談センタ

ーの関係機関や地域の医療・福祉・教育関連の施

設，親の会等に配布を依頼した。また，心理臨床

相談センターのホームページに加え，大学広報課

に依頼して大学ホームページ，SNSにも記事が掲

載された。大学同窓会・桜蔭会のホームページ及

び会報にも記事掲載を依頼した。さらに，本学人

間発達教育科学研究所の協力を得て，関係機関等

に参加者募集のメール送信を行った。 

 また，2022年に開催されたお茶の水女子大学心

理臨床相談センター第 2 回公開セミナーにおいて，

プログラムの概要紹介を行った。 

 

5．研究費の獲得 

 2021 年度には人間発達教育科学研究所の部門

研究費に採択され，書籍資料やヨガマット等のワ

ーク用消耗品を揃えることができた。2022年度に

は科研費（基盤（C））に採択され，2024年度まで



 橋 優実・加藤 桃・最首 優希・Vabulnik Mariia・河田 あかり・砂川 芽吹・山田 美穂：自閉スペクトラムのある小 6 女子とのこころとからだプログラム―あまなつ茶ぁむでの自己表現の取り組み― 119

 

プログラムを継続できる基盤を整えられることと

なった（課題名「発達障害児の心理教育ファシリ

テーター養成プログラムの開発：身体的特性への

介入」研究代表者：山田美穂）。 

 

Ⅲ プログラムの経過（事例） 

以下，全 6 回のプログラムの経過を記述する。

Cl と Mo の発言を「 」，スタッフの発言を＜ ＞

で表す。なお，T は教員スタッフ，S1，S2，S3，

S4，S5，S6，S7 は院生スタッフであり，特に書

き分けのない“スタッフ”はスタッフ全員のこと

をさす。 

 1）参加者 

小学6年生，11歳（インテーク時）の女の子と

その母親である。Clは小学3年生の頃から学校に

通っておらず，インテーク時にはフリースクール

に週3回通っていた。 

2）参加経緯 

 Mo がソーシャルワーカーからあまなつ茶ぁむ

のチラシを渡され，相談センターに連絡した。 

 3）家族構成 

父親（50 代，会社員），母親（50代，会社員），

Clの3人暮らし。 

4）倫理的配慮 

本プログラムは実践研究プロジェクトであり，

参加者に研究協力を依頼することを前提に募集を

行っている。本事例においても，インテークの際

に，セッション中の面接記録，制作物，録画・録

音データ等を研究データとして収集すること，研

究結果の学会発表や論文投稿を予定していること

を説明し，本人および保護者より書面にて同意を

得た。また，プログラム参加終了後に，本論文の

執筆および公表についても改めて確認し，承諾を

得た。 

 

＃0 インテーク面接（2022年X月） 

セッション開始前に1回，Clのアセスメントと

情報収集を行うためにオンラインにてインテーク

面接を実施した。インテーク面接は，はじめに親

子合同でプログラムの説明と Cl に対する聴取を

行い，その後親子並行面接を行い，最後に親子合

同でプログラム参加への意思を確認した。以下，

並行面接で Mo および Cl から聴取した内容をま

とめる。 

1）親面接 

親面接は Mo に対して教員が実施した。面接で

は，Clが小学校入学後，言語や認知面の特性，手

先の不器用さによる勉強への辛さや，他者の意図

が理解できないことによる対人関係の難しさがあ

ったことが語られた。インテーク時はフリースク

ールに週 3 回通い，加えて，特別支援対応の塾，

教育支援センター，英語学習に通って学習をして

いるとのことであった。また，インテークの 3 週

間前に他支援機関でWISC-Ⅳを受検しており，結

果は平均的な知能指数であったとのことだった。 

2）子面接 

子面接は Zoom のブレイクアウトルームを用い

てMo と教員とは別室に移り，院生スタッフ 1 名

が担当した。Clは，全体的に質問に対しては上の

方を見ながら「うーん」としばらく考えてから答

えることが多く，単語で答えることが多い印象で

あった。＜〜は楽しい？＞「楽しい」，＜〜という

感じかな？＞「〜という感じ」などとスタッフの

発言をなぞるように答えることも多かった。 

好きなことは，YouTubeを観ることで「すとぷ

り」や「いれいす」などが好きと話していた。動

画を観るだけでなく，グッズもたくさん持ってい

た。動画を観ている時の気持ちを聞くと「嬉しい」

と話していた。また，寝ることも好きで，眠くな

るまでの間は「サザエさん」の漫画を読んでいる

と話していた。嫌いなことは「勉強」とのことで，

＜どんなのが嫌？＞と聞くと，「測ったりするのが

好きじゃない」「文をまとめたりするのが苦手」と

話し，算数や国語への苦手さを感じているようで

あった。 

フリースクールでは，行事でお出かけに行った 
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り，友達と遊んだりして楽しく過ごしているとの

ことであった。フリースクールの無い日には習い

事をしているとのことだったので，＜忙しくて疲

れる？＞と聞くと，「疲れる」と話していた。家に

帰ったらYouTube をよく観ていて，＜他には何し

てるの？＞と聞くと，「ゴロゴロしてる」と話して

いた。＜その時はどんな気持ち？＞と聞くと，「暇

だなー」と答えた。 

3）インテーク時の見立てと方針 

Cl は質問に対してはゆっくりと考えてから単

語で答えたり，スタッフの発言をなぞるように答

えたりということが多く，自分のことや気持ちを

言葉で表現をすることに難しさがあると考えられ

た。そのため，あまなつ茶ぁむの実践では，自分

の気持ちを感じて自分の言葉で表現することや，

院生スタッフとの交流を通した他者の気持ちの理

解を促していくことが方針として挙げられた。ま

た，Clは毎日忙しい生活を送っているようであっ

たため，体の感覚を感じて表現したり，疲れをと

るリラックスの方法をスタッフと一緒に実践した

りすることも方針に含めた。 

 

プログラムの実施形式 

本プログラムは，本来複数の親子が参加するグ

ループプログラムを想定していたが，今回は Mo

からオンラインでの実施希望があり，同時期にそ

の他の申し込みがなかったことから，個別かつオ

ンラインでセッションを実施することとした。プ

ログラムの実施形態の変更や構成については，事

前に参加者に伝えて了承を得た。1 回 40 分〜50

分程度，週1回同じ曜日に行う計6回のセッショ

ンから構成され，1クール完結型とした。また，プ

ログラムへの参加は無料とし，参加者への謝金の

支払いは行わなかった。 

各セッションの講座内容，テーマをTable1に示

す。本プログラムは個別での実践となったため，

インテーク時に聴取したClの特徴に合わせ，から

だとこころへのアプローチができるように構成し

た。プログラムの最初にはじめの会，最後におわ

りの会を設け，その間にからだの回，ちしきの回

をそれぞれ3回実施し，各回2名のスタッフが担

当した。からだの回，ちしきの回は，共通してウ

ォーミングアップ，講座，クールダウンの流れで

行い，ウォーミングアップ，クールダウンでは，

毎回Clにからだの絵（Figure1）とチェックシー

トへの記入を求めた。チェックシートは，からだ

や気持ちの状態 5 項目（「ゆったりしている」「楽

しい」等）について，4件法（「あてはまる」~「あ

てはまらない」）で回答を求めるものである。 

グループでの様子はすべて Zoom の画面録画を

用いて記録を行い，各セッション終了後のスタッ

フ間での情報共有や振り返りの際に使用するとと

Table1 各セッションの内容，テーマ 

  内容 テーマ 

＃1 
はじめの会， 

からだ① 

「疲れたときのリラック

ス」 

＃2 ちしき① 「対人関係」 

＃3 ちしき② 
「困ったときの助けの求

め方」 

＃4 からだ② 
「からだの変化」「ここ

ろの変化」 

＃5 ちしき③ 「わたしってこんな人」 

＃6 
からだ③， 

おわりの会 

「ゆっくり感じて言葉に

してみよう」 

Figure1 からだの絵 

 
注）＃1でClが描いたもの。左：ウォーミングア

ップ，右：クールダウン 
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もに，研究資料とした。 

 

＃1 はじめの会，からだ①（2023年Y月） 

 1）【内容】 

 講座内容は「疲れたときのリラックス」を予定

していた。 

プログラムの初回であったため，はじめの会と

して参加者全員が順に自己紹介を行った。自己紹

介では名前，学校，学年，好きなことについて発

表した。Clは好きなことについて「寝ることです」

と大きな声で答えた。その後，あまなつ茶ぁむの

概要について説明し，ウォーミングアップに移行

した。 

ウォーミングアップでは深呼吸とからだの絵を

描いた。深呼吸の際に，S1 が Cl に＜身体の感じ

は感じられたかな＞と声掛けすると，「うん」と答

えるのみでまだ身体感覚を明確につかめていない

様子であった。からだの絵では，Mo が言葉で身体

の状態を書いたことに倣い，Clも気持ちや身体の

状態を言葉で表現し，心臓の部分をピンクに塗り

「楽しい気持ち」，お腹の部分を矢印で指し「おな

かへった」と記入していた。 

講座では「疲れたときのリラックス」について

扱った。疲れる際に気持ちや身体がどのような状

態になり，そのような状態の時に行うリラックス

方法についてClに尋ねた。まず，どのような時に

疲れるかについてClは「勉強したとき」とのこと

であった。＜どんな気持ちになるかな？＞と聞く

と，「もうやりたくない気持ち」，＜身体はどんな

感じになるかな？＞「背中が痛い」，＜気持ちを癒

すために何かしている？＞「動画見たり，猫に触

る」と悩まずに答えた。そして，リラックス方法

として腹式呼吸を意識した深呼吸を提案し，ウォ

ーミングアップより時間をかけて実施した。手を

お腹に当ててもらい腹式呼吸を行うことで，お腹

を膨らませたりへこませたりする感覚を意識して

もらった。深呼吸終了後，Clに感想を求めたが腹

式呼吸による身体の変化をイメージしにくい様子

が見られ，最終的にはスタッフから Mo に感想を

求めた。 

 クールダウンでは呼吸法の後，からだの絵を描

いた。Clは心臓の部分を赤く塗り，「最初は少し緊

張したのに，深呼吸をして緊張がほぐれた」と答

えた。最後の感想では，「初めてだったけど，みん

なと仲良くできてうれしかったです」と読み上げ

た。 

 2）【見立てと方針】 

 初回のため緊張もあったが，Clは気持ちや考え

を書くことに時間を要し，また，Cl自身からの反

応も少ないことから，気持ちや考えを伝えること

苦手さがあると考えられた。そのため次回からは，

Cl のペースに合わせてゆっくり丁寧にセッショ

ンを行い，適宜Clに呼び掛け，反応を促していく

方針とした。 

 また，クールダウン時のClの感想から，他者と

関わることへの関心が見られた。あまなつ茶ぁむ

のプログラムを通じて，Clが他者と関わる楽しさ

を感じてもらえるように関わっていくことが有効

だと考えられ，共感を示しスタッフ自身の気持ち

も積極的にClに伝えていくこととした。 

 

＃2 ちしき①（2023年Y月） 

1）【内容】 

講座内容は「対人関係」を予定していた。 

ウォーミングアップとして深呼吸とからだの絵

を描いた。Clは「手足が冷えてるから水色で，昼

ごはん食べた後だから少し眠いから」と言い，か

らだの絵の中の顔に，眠そうな表情を描いていた。

スタッフがからだの絵を共有した際には，画面に

顔を近づけ笑顔を見せることもあった。 

講座では「対人関係」を扱った。まず初めに，安

心を体験してもらうために，実際に Mo とくっつ

いてもらい，離れていた時とどちらがいいか尋ね

ると，「ピタッ」と答えた。次に，普段の距離より

少し離れてもらい，＜どのような感じ？＞と聞く

と，「わからない」といい，心地よい距離感の感覚
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をつかむことは難しい様子だった。 

さらに，「モヤモヤする場面」について扱い，そ

の際の対処法をいくつか S3 が提案し，一緒に実

施した。「モヤモヤする場面」では，電車で席を譲

る際に断られてしまった場面を PowerPoint のア

ニメーションを用いて例示し，モヤモヤする気持

ちが具体的にどのようなものであるかを説明した。

Cl にモヤモヤしたことがあるか尋ねたところ，

「たまにある」とのことであったため，＜モヤモ

ヤってどんな感じ？＞と尋ねると，「イライラ」と

答えた。さらに具体的にClはモヤモヤする場面と

して「迷子になった時」を挙げ，モヤモヤした際

のリラックス法として，音楽を聴いているとのこ

とだった。その後，スタッフが考えた対処法をい

くつか挙げ，その中の一つである「バタフライ・

ハグ」を全員で実施した。バタフライ・ハグとは，

両腕を胸の前でクロスさせ，両手を 蝶々の羽のよ

うにして，胸ないし肩のあたりを左右交互に優し

くセルフタッピングする方法であり（三島，2022），

安心感や落ち着きを引き起こす効果があると言わ

れている（結城・菅村，2013）。実施後にまずスタ

ッフが感想を共有し，その後Clに尋ねると「お腹

がポカポカになった」と答えた。最後に，提案し

た対処法の中で実践できそうなものがあるか尋ね

たところ，「バタフライ・ハグ」と話した。 

クールダウンでは，深呼吸とからだの絵を描い

た。Clはバタフライ・ハグのポーズで深呼吸を行

っていた。からだの絵では手が赤く塗られ，「最初

は寒かったけど，いつの間にか温かくなっていた」

と話した。次に，Moのからだの絵を共有し，Clに

Moの絵を見た感想を求めたところ，「ありません」

とのことであった。スタッフのからだの絵を共有

した際にも感想を尋ねてみたが，数秒考えた後，

「言葉が思い浮かばない」と言っていた。最後の

感想では「さっきやったことを普段やりたいと思

いました」と答えていた。 

2）【見立てと方針】 

Clに感想を求めた際，「ありません」や「言葉が

思い浮かばない」との発言から，気持ちや感情を

言語表現することに苦手さがあると考えられる。

また，普段の生活においても，言語表出に時間を

要するため，表現の機会が少なく，余計に言語表

現することが苦手になっているのではないかと考

えられる。そのため，Clが気持ちを言語化できる

場を提供するために，Clが自分の気持ちをまとめ

るための十分な時間を取ること，また Mo やスタ

ッフの発言や回答について，適宜Clに感想を求め

ていくこととした。また，セッションの場におい

て達成感を味わってもらうために，言語化が難し

い場合に利用できるように，事前に PowerPoint

で気持ちの一覧表を作成し提示していくこととし

た。 

 

＃3 ちしき②（2023年Y月） 

1）【内容】 

講座内容は，「困ったときの助けの求め方」を予

定していた。 

自己紹介をした後，今回のセッションの説明と

ウォーミングアップに入った。深呼吸では，体の

感覚に注意を向けてみるように伝え，「からだの絵」

を描いてもらった。Clは手を赤，足を水色で塗り，

「手はあったかいけど足は冷えてる」と話してい

た。スタッフの描いた絵が共有されると，Clは画

面に顔を近づけて笑顔を見せていた。 

講座ではClに「困ったと感じた場面」について

尋ねると，しばらく考えたあと「ない」と答えた

ため，S4が＜前回迷子になったらモヤモヤすると

聞いたけど，困ったりしなかった？＞と聞くと，

「少しした」と答えていた。その後，＜困ったと

きは周りの大人に助けてもらっていいんだよ＞と

いうことを伝えると，「うん」と答えていた。普段

は Mo 以外にはあまり助けを求めることが少ない

ようだったので，＜お母さん以外に相談しやすい

人いるかな＞と聞くと，ゆっくりと考え，Moから

促されながら「友達」「先生」と答えていた。お母

さん以外にあまり相談しない理由を聞くと，「うー
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ん，話しても多分伝わらないと思うから」と話し

ていた。 

セッションの終わりには，深呼吸によるクール

ダウンを行い，体の変化についてClは「足は冷た

いままだけど首はあったかくなった」と話してい

た。 

2）【見立てと方針】 

セッション中に Cl 自身の自発的な発言は少な

く，スタッフからの質問に対してもゆっくりと考

えてから答えていた。また，困った場面について，

Clは最初に「ない」と答えていたことから，普段

困っていたとしても，そのことを自分自身では感

じにくく，また言葉にすることが難しいこともあ

り，困っているということを他者に伝えることが

難しい可能性があると考えられる。 

加えて，困るときの場面や対人関係の難しさな

ど，Cl個人の事情を考慮した具体的な場面やエピ

ソードを用意することが不十分だったということ

が反省点として挙げられたため，Clのライフスタ

イルを考えた具体例を使った資料作りや質問の工

夫などをしていくこととした。  

さらに，親子同席でセッションを実施したこと

から，Clが質問に答えるときにMo に助けを求め

る場面も見られたため，Cl自身の言葉を引き出す

ためにセッションの内容によっては親子同席では

なく別々でセッションを実施することも検討する

こととした。 

 

＃4 からだ②（2023年Y月） 

 1）【内容】 

 講座内容は「からだの変化」「こころの変化」を

予定していた。 

ウォーミングアップ時の呼吸法は，親子で並ん

で落ち着いて取り組んでいた。途中で S3 の回線

が切れたが，T および S4 が続けて声掛けなどを

行い，セッションを進行した。 

講座では二次性徴に伴う「からだの変化」と「こ

ころの変化」を扱った。まず，「からだの変化」と

して，「思春期の身体の変化」について尋ねたとこ

ろ，思春期は知っているが，二次性徴は知らない

とのことだった。 

続いて，身体の部位を知るために「身体を触っ

てみよう！」というワークを実施した。全員がPC

の前で立ち上がり，S3が示す身体の部位を触って

いった。画面の中にスタッフの全身が入るように，

PC から離れ，教示を行った。Cl と Mo は隣同士

に立ち，＜心臓はどこにあるかな？＞と聞くと，

Clは胸のあたりを触るが，右胸を触っていた。隣

にいるMoに教えてもらい，左胸を押さえていた。

＜ドキドキするかな？動いてる感じが分かるか

な？＞「うーん…わかんない…」＜動いてる感じ

とか，ドキドキするなとか，あんまり分からない

感じかな？＞「うん」といったやりとりをした。

また，＜胸はどこにあるかな？＞と聞くと，「胸は

ここかな～」と言いながら両手で両胸をそっと触

っていた。＜そうだね，胸は思春期になると少し

ずつ大きくなってくるよ＞と伝えた。続いて，＜

子宮はどこにあるかな？子宮って聞いたことある

かな？＞と聞くと，「うーん？」と首をかしげてい

た。S3は椅子の上に上り，全身が見えるようにし，

女性器（子宮や卵巣）のイラストを身体の大きさ

に印刷した紙を，S3 の身体の上に被せて示した。

＜このあたりに子宮があるよ。赤ちゃんがこの中

で育つよ。お母さんに教えてもらってね＞と言う

と，Mo が Cl の身体を触りながら「この辺だよ」

と教えていた。 

その後，思春期になる女の子の身体の変化とし

て，胸が大きくなること，毛が生えること，生理

が始まることを伝え，生理の体験談を共有した。

＜S4さん，生理はどう？＞＜最初は大したことな

かったけど，お腹が痛くなったりしたから病院で

薬をもらったりした＞＜お母さんどうでした？＞

「病院に行くほどではなかったけど，痛み止めを

飲んだりしてた」＜Clちゃんはどうかな？＞「お

腹痛くなったりはしないかな」といったように，

院生スタッフや Mo の話を聞きながら，生理の症
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状には個人差があること，つらい時には周りの大

人や病院へ相談することを伝えた。 

続いて，思春期の「こころの変化」として，スラ

イドを用いて，好きな人と近づきたい，触れたい，

キスをしたいという気持ちが出てくることがある

ことを伝えた。セックスには同意が必要で，嫌だ

と感じたら「嫌だ」と伝えることが大事，赤ちゃ

んを迎える準備ができていないときには避妊をし

よう，性被害を受けそうになったら「叫ぶ」「逃げ

る」「相談する」ことを伝えた。Clはうんうんとう

なずきながら聞いていたが，あまりピンときてい

ない様子だった。最後に感想を尋ねると，「男女関

係って大変だね」とClは答えた。 

2）【見立てと方針】 

身体の部位について聞いたとき，Mo に教えて

もらいつつ，部位の場所は理解している様子であ

った。一方で，心臓がドクドクしている感じが分

からなかったり，からだの絵では足が「冷たい」

「暖かい」といった表現に限定されることから，

身体感覚の気づきにくさがあり，からだに目を向

けることが難しいと考えられる。 

生理については本人もスムーズに話ができてい

た。Mo が初潮前に教えるといった事前準備をし

ていたことから，抵抗なく受け入れていると考え

られる。その一方で，「こころの変化」については，

一見理解していそうな様子で話を聞いていたもの

の，男女の関係含め，あまり具体的には想像でき

ていないと考えられる。 

また，Clへ問いかけると，少し考えた後，Mo に

助けを求める場面が多く，自分の気持ちや状況を

言語化して説明することが難しいと考えられる。

オープンクエスチョンではなく，クローズドクエ

スチョンを用いて具体的に問いかけたり，スタッ

フや Mo 間の会話を通して，こころやからだのこ

とに気づいてもらう関わりをしていく。 

 

＃5 ちしき③（2023年Y＋1月） 

 1）【内容】 

 講座内容は「わたしってこんな人」を予定して

いた。このセッションでは，Cl一人で講座内容に

参加してもらった。その間，T が Mo から近況の

聞き取りを行った。 

Cl とMo は別々の部屋で別々の媒体からZoom

に入室した。ウォーミングアップで深呼吸をした

後，からだの絵を描いた。はじめにClが描いたか

らだの絵は，手・足・腹がピンク色で塗られた人

で，「ご飯食べたから，お腹があったかい」とClは

説明していた。 

 講座の内容に移り，Mo と T はブレイクアウト

ルームに移動した。＜今日は，お母さんと別々だ

けど緊張する？＞とClに尋ねると，「緊張しない」

と答え，今の感じを尋ねると「リラックスしてる」

と答えた。講座内容として，好きなものごとを 2

択で尋ねた後，“私の良いところ／直したいところ

は…”等の文章に続くことを答えてもらった。Cl

の直したいところは「時間をまもること」だとい

うことで，その理由と対策をスタッフと話し合っ

た。全体として，どの質問に対してもClは回答に

かなり時間がかかっていたが，自分の言葉で回答

しようしていた。抽象的な質問には，首を傾げた

り，「ない」と言うことが多かった。最後に Cl が

応援している“推し”について質問すると，Clは

すらすらと話せていたことが印象的であった。 

T による Mo からの聞き取りでは，Mo から見

た Cl の困り感として，Cl は自分の状態を観察す

ることや他者や自身の気持ちに気づくことが難し

いといったことが語られた。 

 クールダウンでは，メインルームにMoとTが

戻ってきてもらい，全員で深呼吸をしてからだの

絵を描いた。Clのからだの絵は，手・足がピンク

色で塗られ口が開いている人の絵で，「あくびが出

る。リラックスしてる」と答えた。今回の感想を，

Cl は 5 分弱の時間を使って何度か書き直した後，

「できれば早寝早起きをしようと思う」と読み上

げていた。次回の案内をした後，スタッフが手を

振るとClも手を振りながらZoom を退出した。 
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2）【見立てと方針】 

Cl は自身の気持ちや身体感覚に気づくことが

苦手であることに加え，感じていることや思って

いることがあっても，言葉や文章にすることにか

なり時間がかかるのだと考えられる。次回は，Cl

一人でセッションに参加してもらい，Clが話す時

間と感覚を感じる時間を十分に取り，自分のこと

について話すことを促していくことした。具体的

な質問の方がClは答えやすいと考えられるが，相

手の言葉を否定することが少なく，オウム返しに

なりやすい印象もあるため，スタッフからの質問

が誘導的にならないように注意していくこととし

た。 

 

＃6 からだ③（2023年Y+1月） 

 1）【内容】 

 講座内容は「ゆっくり感じて言葉にしてみよう」

と，あまなつ茶ぁむ全体の振り返りとして「おわ

りの会」を予定していた。 

ClとMoは，一緒に椅子やからだの絵シートの

準備をしながら Zoom に入室した。これまでのセ

ッションで，Cl一人の時の方が自分の言葉で話し

ているように見受けられたため，このセッション

では Mo は「おわりの会」のみへの参加とし，そ

れまでは別室での待機をお願いした。ウォーミン

グアップでは呼吸法を行い，からだの絵を描いた。

Clの描いた絵は首と手がピンク，足が水色で塗ら

れており，前者を「温かい」，後者を「冷たい」と

説明していた。 

講座では，「からだときもちの表現」について扱

った。嬉しい時と疲れる時について「どんな時に

そうなるか」，「からだはどんな感じがするか」を

答えてもらった。嬉しい時は「褒められた時」，「ラ

イブのチケットが当たった時」とあまり時間をか

けずに答えていたが，その時の体の感覚について

聞くと，じっくり上を向いて考えながら「（褒めら

れたことを）もっとやってみようと思う」，「興奮」，

「何かが達成した感じ」という答えで，体の内部

の感覚についてはあまり話されなかった。＜体の

温度はどんな感じかな？あったかい？冷たい？熱

い？＞と聞くと，「微妙に熱い」と答えていて，場

所は「ここら辺」と言い，心臓とは離れた左肩の

上の方を触りながら答えていた。次に，疲れる時

については，「勉強した後」と答え，特に「家で勉

強した後」，「算数と国語」は疲れると話していた。

その時の体の感覚については「ぐったり」と話し

ていた。また，走った後は足が痛くなるとのこと

で，＜どんな感じ？＞と聞くと，「ギリギリ」と話

し，＜どの辺り？＞と聞くと，Clが自分の足を触

りながら「つま先と根本かな」と説明してくれた。

痛い時に誰かに話すことはしていないとのことだ

ったため，＜どうして？＞と聞くと「うーん」と

しばらく考えて，「言っても『へーそうなんだ』っ

て言うだけだから」と話した。＜今言ってくれた

みたいにみんなにも言ってみたら『ちょっと休も

うか』ってなるかもね＞と言うと，「うん」と言っ

ていた。 

クールダウンでは呼吸法の後，からだの絵を描

いた。Clは手，首，足にピンク色を塗り，それに

加えて左肩の辺りにハートと，顔に眠そうな目と

口を描いていた。「手足があったかくなって，心も

なんかあったかくなった，それで眠くなった」と

説明してくれた。講座の感想はじっくり考えなが

ら書き，「気持ちをうまく表現できるかなって不安

だったけど，うまく表現できてよかったなって思

いました」と読み上げていた。 

「おわりの会」では，あまなつ茶ぁむ全体の感

想を聞くと，「6回で短かったけど，楽しかったで

す」と答えた。＜特にどんなことが楽しかった？

＞と聞くと，「いろんな人とおしゃべりできて楽し

かった」と話していた。Moからは「体の感覚を言

葉にして表現することで自分の気持ちや体の状態

に意識が向いてきて，リラックスタイムを取ろう

と考えられるようになってきたと思います」，「Cl

は勉強がすごく疲れるみたいで，何も言わずにゴ

ロゴロしていることがあるので，声をかけてあげ
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ようと思いました。休憩中もスマホを見ていて休

憩にならないことがあるのでうまく休憩が取れる

といいかなと思いました。」という感想があった。

最後は，Clが窓の外が気になった様子で駆け寄っ

ていったため，Mo に手を振るよう促されながら

Zoom を退室した。 

2）【見立てと方針】 

Cl のからだの絵が体の温度に関する内容が多

いことや，体の感覚について聞いたときに，体の

内部の感覚についてあまり表現されなかったこと

から，体の感覚に気づいて表現することの苦手さ

がうかがえた。一方で，講座の終わりには「心が

あったかくなった」と話しており，体の感覚や気

持ちをじっくり扱ったことにより，Clの中の体の

感覚やその表現の幅が少し広がったように感じら

れた。 

また，あまなつ茶ぁむ全体を通して楽しかった

こととして，いろいろな人と話すことが挙げられ

たことからも，Clは人と話すことが好きであると

思われ，楽しく話しながらセッションを進めるこ

とができたものと考えられる。 

 

Ⅳ 考察 

1．Clに関する見立て 

Cl の ASD に関する特徴として，身体感覚の感

じにくさがあることが考えられる。毎回のセッシ

ョンにおける呼吸法後のからだの絵では，「温か

い」，「冷たい」，「お腹が空いている」といった身

体表面の温度や空腹感などが繰り返し表現され，

「心臓がドキドキする」，「お腹がチクチクする」

などの身体の内部の細やかな感覚は表現されない

ことが多かった。心臓の場所を尋ねたときに心臓

とは離れた場所に触れる場面も見られたことから

も，身体の内部の感覚への感じにくさや気づきに

くさがあるように感じられた。 

また，スタッフの問いかけに対して言葉で表現

することが難しい場面や，自分の気持ちや感じた

ことなどをゆっくりと考えてから答える場面が多

かったことから，自分が感じたことを言語化する

ことに難しさがあると考えられる。セッション中

は，スタッフの質問に対して短い単語やオウム返

しのような形で回答する場面や，文で答える時も

「うーん…」と上の方を見ながらかなり時間をか

けて回答している場面が多く見られた。また，イ

ンテークではCl本人が「文をまとめたりするのが

好きじゃない」と話しており，実際，セッション

の終わりに感想を文章で書く場面でも，何度も書

き直しながら長い時間をかけてセッションの感想

を書いていた。 

このような特徴から，日常生活でも自分の気持

ちや感じたことを表現することが難しく，対人コ

ミュニケーションで困難を抱えていることが推測

される。一方で，セッション中は，スタッフが描

いたからだの絵に興味を示す場面や「いろいろな

人とお話ができて楽しかった」という感想を話し

た場面もあり，Clには人と関わりたい気持ちがあ

ることがうかがえた。そのため，人と関わりたい

気持ちがあるにもかかわらず，対人コミュニケー

ションの難しさから，Clがうまく相手に意図が伝

わらないもどかしさや，他者とうまく関わること

ができないストレスを感じている可能性が考えら

れる。また，感想を書く際に何度も書き直しなが

ら，かなり長い時間をかけて書いていたことから，

勉強に取り組む時も疲労を感じやすいと考えられ

る。セッションの中でもClは「勉強するとき疲れ

る」と話していたが，身体感覚への気づきにくさ

や表現の難しさから，周りに自分が疲れているこ

とを発信することや援助を求めることはあまりし

ていないと推測され，Clの身体に疲れた感覚や不

快な感覚がある時でも周囲から見逃されやすい可

能性があると考えられる。 

 

2．本プログラムの実践における課題 

続いて，本プログラムの実践における課題につ

いて述べる。まず，Cl自身の言葉や表現を引き出

すことの難しさが課題として挙げられる。今回の
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Cl は自分の言葉で話すことに難しさが見られた

が，院生スタッフは対応に慣れるまで，時間内に

所定のプログラムを終わらせるために焦る場面や，

Clに質問して「わからない」と返されて，Cl自身

の考えを聞き出すことが難しい場面などが多くあ

った。しかし，セッションが進むにつれて，Clが

じっくりと考えている間は Cl の言葉が出てくる

まで待つようにしたり，少し考えにくい質問の場

合は選択肢を画面に視覚的に提示したりするなど

の工夫を実施し，Cl自身の言葉を少しずつ引き出

すことができた。これらのことから，Clのペース

に合わせてセッションを進行させることや，Clの

様子を把握して Cl の生活に沿った選択肢を示す

ことの重要性が示されたと考えられる。 

加えて，本プログラムはオンラインでの実施で

あったため，セッション中のClの様子を把握する

ことに難しさがあった。特に，呼吸法やからだを

使うセッションでは Cl の全身が画面に映らない

ため，スタッフがClの身体の状態を把握すること

が難しくなっていた。また，今回のClの特徴とし

て長い時間をかけて言葉で答えたり，文章を書い

たりしていたことが挙げられるが，オンラインで

の画面上では，Clが考えたり書いたりしている間

はClの動きがないように見えることもあり，院生

スタッフが声かけのタイミングに迷う場面もあっ

た。加えて，通信状況により音声が乱れてClの発

言がうまく聞き取れなかった時に，院生スタッフ

が遠慮してしまい聞き返すことができない場面も

見られた。オンラインでお互いの状況が分かりに

くく院生スタッフの中に戸惑いが生じたと考えら

れる。 

そして，本プログラムはオンラインの個別のセ

ッションであり，1 セッションの時間を対面で行

うセッションよりも短く設定した。そのため，各

セッションにおいて院生スタッフは 2 名ずつ交代

で関わっており，スタッフが継続的にClへの理解

を深めてプログラム作成をする難しさが課題とし

て挙げられた。毎回のセッションで担当者が変わ

ることにより，前回のセッションの録画や記録を

確認したとしても，Clの様子を十分に把握するこ

とが難しい中でプログラムの作成を行わなければ

ならないことが多くあった。また，院生スタッフ

一人当たりのセッション担当回数が少なくなった

ことにより，院生スタッフのClに対する理解が断

片的になっていたと考えられる。このことが，Cl

の困り感や生活スタイルに合わせたプログラム作

成の妨げになっていたと考えられる。 

今後の課題として，セッションの時間設定をCl

のペースに合わせることや，Clの困り感や生活ス

タイルなどの情報を事前に得ておき，セッション

ではそれに沿った場面設定や選択肢の提示を行う

こと，そして，各セッションの間にスタッフ同士

で前回のセッションの様子や課題などの引き継ぎ

を丁寧に行うことなどが挙げられる。 

 

3．本プログラムの有効性・意義 

次に，今回実施したプログラムの有効性と意義

を述べる。まず，感覚の感じにくさや言語化の難

しさのあるCl に対して，本プログラムではCl の

言葉や表現が出てくるまでスタッフがゆっくり待

つことや，Clに視覚的に選択肢を提示して少しず

つ Cl の言葉を引き出すといった工夫を行ったこ

とで，Clが自分の感じたことや気持ちを自分の言

葉でじっくり表現することができる機会となった

と考えられる。言語表現に苦手さのあるClは日常

の対人コミュニケーション場面では自分の気持ち

や状態について発言することは少なかったと考え

られる。しかし，本プログラムで，Clが自分の感

じたことや気持ちを自分の言葉で話し，それをス

タッフにゆっくり丁寧に聞いてもらうという体験

が Cl にとって貴重なものとなったと考えられる。 

加えて，本プログラムではさまざまな院生スタ

ッフがセッションに参加した。そのため，Clがさ

まざまな他者の気持ちや感覚を聞き，それを取り

入れることにより，Clの気持ちや感覚の表現の幅

が本プログラムに参加する前よりも広がったと考
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えられる。また，Clがプログラム全体の感想とし

て「いろんな人とおしゃべりできて楽しかった」

と話していたことから，セッションの内容だけで

なく，本プログラムにおいて複数人の同性のスタ

ッフとおしゃべりができること自体がセッション

の楽しさやセッション参加への動機づけにつなが

っていたと考えられる。 

このように，当時小学6年生のClにとって，家

や学校以外の場で自分をわかってもらえる場所に

繋がったという経験自体が貴重であると考えられ

る。本プログラムでの経験が，家や学校以外にも

さまざまな場所が居場所となりうるという認識に

つながるのではないかと考えられる。 

また，親子を対象としている本プログラムでは，

Mo がセッションに参加したことにより，Cl だけ

でなく Mo も自身の身体の感覚に意識を向いてき

たといった変化が見られた。それに加えて，Mo か

らはプログラム全体を通して，「Cl は勉強がすご

く疲れるみたい」，「うまく休憩が取れるといいか

なと思いました」などの感想が話され，Mo の Cl

に対する理解がさらに深まったことがうかがえる。

また，「疲れた時に何も言わずにゴロゴロしている

ことがあるので，声をかけてあげようと思いまし

た」などと，普段の様子とセッションでのClの話

を照らし合わせ，今後のClへの関わりや声かけに

ついて気づきを得ているように思われた。 

 

Ⅴ おわりに 

 本プログラムは，2022 年度「あまなつ茶ぁむ」

2例目の実践であった。2022年度1例目のプログ

ラムは対面での実施であったため，2022年度から

スタッフとなった院生 4 名は初めてのオンライン

セッション実施となった。毎回のスタッフ同士の

振り返りやプログラム全体の振り返りにおいて院

生スタッフはプログラム上の課題やスタッフとし

ての改善点などに目が向きやすい傾向があるが，

その一方で Cl や Mo から得られたプログラムの

感想は，プログラムに概ね満足している内容であ

った。また，ClやMoのみならず，教員スタッフ

から院生スタッフへのポジティブなフィードバッ

クがあることにより，次回への自信やモチベーシ

ョンにつながることが感じられた。このように，

慣れないセッションのファシリテートへの不安や

緊張を抱いている院生スタッフにとって，Cl や

Mo，教員スタッフといった，第三者の視点がある

ことにより，院生スタッフがセッションを客観的

に捉え，より良いプログラム実施につなげること

が可能になると考えられる。本事例で得られた知

見をもとに，今後もClやMo，教員スタッフとと

もにプログラムをより良いものにするための検討

や実践を続けていきたい。 

 

＜付記＞ 本研究はJSPS科研費22K03143の助成を受け

たものです。 
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公表を許可してくださった Cl と Mo に深く感謝いたし
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